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読書会
2/25（火）
3/25（火）
13時半

写経会
3/2（日）
13時半

映画会
しばらく
休止します

●2月8日を事始め、12月8日を事納めとかつては言われていました。事始めには農耕を始め、

事納めには農耕を終えるとされ、この両日は慎みをもって過ごす日とされていました。農事

の場合と異なり祭事は日にちが入れ替わり12月8日をお正月に行う祭事の準備を開始する事始

めの日と呼び、2月8日をお正月の一連の祭事の終わる事納めの日と呼ぶ地方もあるようです。

●祭事や農事の始まりと終わりの日を「事八日」と呼び、12月8日と2月8日を事八日と呼びな

らわしていました。この日は農作業や仕事を一切休み身を慎む「物忌み」の日でもあります。

●針仕事を休む事八日の風習には、使い込んで錆びたり折れたりした針を豆腐やこんにゃく

に刺して労をねぎらい神社に収める「針供養」も挙げられます。今の母親は針供養しなけれ

ばならないほどの針仕事をしているでしょうか。私の母は靴下の穴は繕い、ズボンの膝が抜

けるたびに膝当てを縫って補修をしてくれました。裁縫箱は常に茶の間の片隅に置かれ、ミ

シンや毛糸編み機も常にいつでも動かせる状態になっていました。昔のお母さんは誰よりも

早く起き誰よりも遅くまで働いていたのでしょうから、年何度かの物忌みの日は体を休める

ためにも必要な日だったはずです。針供養は針と伴に女性にも感謝する日だったのでしょう。

●綻びを繕い接ぎ当てをして使い続けるより、新しいものに買い換えた方が手っ取り早く経

済的とされるようになったことで、日本が豊かになったと考えるなら大間違いです。親の手

仕事や労苦を目の当たりにする機会が失われ、朝食も食べさせないで学校に送り出し給食が

唯一の栄養補給の機会となる子供や、子供食堂で夕食を取る子供が増えています。子供の食

事を作る時間も経済的余裕も親にはなくなってしまったからでしょう。ジェンダーフリーの

現代に家事は女性の仕事と言っているわけではありません。家事は親の仕事です。親が親ら

しく、子供のために時間と優しさを注ぐ経済的時間的余裕がない日本は貧乏な国です。果た

して給食費や授業料の無償化が貧乏からの脱却になるでしょうか。ただほど高くつき、失う

ものも多いと思われるのですが。 木 金 土 日
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狂言綺語…功徳を積む
最近「タイパ」という言葉がTVのインタビューシーンで若者の口からよく聞かれるようになってきまし

た。タイムパフォーマンスを略してタイパ。時間対効果のことです。費用対効果を意味するコストパフォー
マンスの略語、コスパに続いて、若者（Z世代）に一番重要視される行動指標のようです。コストパフォー
マンスは私も仕事の場ではよく耳にしていた言葉でしたが、それはあくまでも企業活動の評価指標であり、
私自身の働き方や日常生活の場で使われる言葉ではありませんでした。その効果は数字で計られるものです
から、かかった物理的費用や時間、すなわち数値に対する経済利益（数字）として示されるものです。それ
は物理的投資に対する満足感や達成感という心情的効果は一斉加味されない、無機質な客観的事実なのです。
ところで「コスパ」や「タイパ」のように略語として個人の行動指標に使っているZ世代では、この言葉

はかけた費用や時間に対する心情的効果を表しているように見えます。つまり物理的数値を個人の満足度と
いう心情評価の指標に還元していると言うことです。ただ心情評価は定量化ができないものなので、他人の
心情評価を共有したり客観化したりすることはかなり難しいことだと思えます。個人の満足度が集団や組織
の満足度、ひいては国民の満足度にまで繋がっていかなければ、コスパやタイパによって得られる満足度は
個人的な満足、つまり自己満足に終わってしまう可能性もあるはずです。費用対効果や時間対効果というい
かめしい語感に残っていた生真面目さや客観性は、略して使われることで主観的刹那的な満足度の表現に変
質していなければ良いのですが。コストパフォーマンスやタイムパフォーマンスの言葉が本来持っていた、
厳然たる数値事実の重みに比して、略語はいつでも自由に満足値を変えられるような身軽さとともに軽薄さ
を感じるのは私だけの主観的な見方なのでしょうか。しかしその自己満足がある一定数集まれば社会的な潮
流となって、無視できないパワーになってきます。極端な事例に聞こえるかも知れませんが、例えば給食費
や高校授業料の無償化を要求する野党の政策などコスパ・タイパ欲求の局地に私には見えてしまうのです。
無償化はコストも時間もゼロで効果だけが得られる仕組みです。要するに只で手に入れられる利益です。

投資行為無しの利益享受です。私はコストと時間に費やされたものは必ず何らかの効果があると考えるべき
と思います。たとえ赤字となり一時的にマイナス効果となったとしても、経験知として残されるからです。
そして経験知こそが私たちの智慧の集積であり、社会を作り上げていく土台となるものと考えます。ところ
が時間もコストも自ら投資しないで、効果だけを与えられたとしたら、私たちにはどのような経験知が残る
でしょうか。あまりこの問題を論理立てて述べても格差や平等などの視点から異論反論が出るでしょうから、
私は先人の経験知によって伝えられている格言を挙げます。「只より高いものはない」です。一時的に無償
でも後になってそれ以上の対価を支払うことになるでしょう。また経験知がゼロというだけでなく「要求す
れば只で利益が得られる」というマイナスの経験知を積み重ねることになり、ひいてはあらゆる投資行為は、
必ずや何らかの利益に還元されるだろうとの、社会発展のための基本的動機を学ばないことになるでしょう。
功徳を積むことは自らへの未来の投資です。そして必ずや回向の形で自らの悟りのためにさしむけられる

と信じることが、私の信行の歩みを支える基盤です。功徳を投資と表現することに抵抗を感じる仏教関係者
もいるかも知れません。しかし悟り（安らぎの処にたどりつく）を得るために信行の道を歩む私には、功徳
を積むことで「自利利他」の菩薩行の道を進むことが可能となるのです。自己が行じた善根の功徳をめぐら
し、自己だけでなく他者とともに安らぎの処への歩みを進めることが自利利他です。人は一人では生きるこ
とが出来ないわけですから、私たちが生きている限り自分だけの安らぎの処への到達は不可能です。もしそ
れを主張するならその人は偽善者か自らの功徳の施しに自己満足しているだけです。自己の悟りを目指し他
者にもその悟りを差し向け、結果的にそれが自己の悟りへ差し向けられることが回向であり、自利利他です。
だから功徳は自らへの投資なのです。自利利他は効果です。功徳に対するリターンです。私はこの信行の道
の構造を意識的に自覚することが大切だと考えます。人のため世のため未来のためと言うような曖昧なまま
の行はタイパやコスパと同じように物理的投資を心情的満足にすり替えてよしとする危険性が潜んでいると
思います。ですから私は自らの信行を自利利他実現のためと自覚し仏の道を歩む必要があると考えるのです。
功徳を語るときに重要なことがもう一つあります。それは肉体生命のあるうちに功徳のリターンが自利と

して自分にもたらされると思ってはならないと言うことです。法華経分別功徳品第17にある経文です。「余
各八生在 当得成仏道 或有四三二 随数生成仏 或一四天下 微塵数菩薩 余有一生在 当得一切智（余
各八生あって 当に仏道を如此四天下 微塵数菩薩 成ずることを得べし 或は四三二 此の如き四天下
微塵数の菩薩あって 数の生に随って成仏せん 或は一四天下 微塵数の菩薩余一生あることあって 当に
一切智を得べし）」この経文の主旨は「功徳を積めば八回の輪廻（生まれ変わる）あるいは、四，三，二、
一回の生で仏道を成就できるだろう。」です。八回生まれ変われば悟りを得ることが出来る者もあれば一回
の生で得るものもいる。これが仏教のいのちの考え方、つまり物理的いのちは私の命ではあっても、衆生の
いのちではないのです。なぜなら諸法無我だからです。我の肉体的な命の繰り返しの中で衆生は永遠のいの
ちを繋いで行くという考えです。功徳の回向は我ではなく永遠のいのちにさしむけられる利益なのです。
私たちの生きる世界は現世です。そして現世利益を追求する宗教が多く存在することも事実です。私はそ

れは正しいことだと思っています。しかし現世は我の肉体生命を存続させる場所ではなく、衆生がいのちを
繋ぐ場所です。そこを取り違えると現世利益の追求は利己主義、自己満足の利益となってしまうでしょう。


